
現在，放送のディジタル化が急速に

進展しています。1999年から，通信・

放送機構により，地上ディジタル放送

の研究開発用共同利用施設が整備さ

れ，実験が進められています。

当社は，ここでのスタジオ放送設備

や送信設備などを納入し，放送のディ

ジタル化における技術開発の中心的

役割を果たしてきました。

また，これらの実績が高く評価され，

ＢＳディジタル放送システムとして，

他社を圧倒する5局の送出設備と

8局のデータ放送システムを受注し，

“ディジタルの東芝”として期待され

ています。これらのシステムは今後順

次納入され，2000年12月の放送開

始に向け準備が進められています。

■放送のあゆみ
テレビ放送は，53年，日本テレビ

放送網（株）の開局で始まりました。

当社は，このときから，放送局ととも

に放送用カメラ・スタジオ機器，送信

機などの放送装置を開発し，放送技術

の発展に貢献してきました。放送開始

当時の信号処理はアナログ処理でし

たが，85年頃にディジタル処理へと移

行しました。現在，ほとんどのスタジ

オ機器がディジタル化されています。

2000年12月から，ＢＳディジタル

放送が，03年からは地上ディジタル

放送が開始されようとしています。

ディジタル放送では，アナログ放送

に比べて高品質な映像・音声サービ

ス，多チャンネル化，多彩な情報サー

ビス，視聴者と一体化した双方向サ

ービスなど，数々のメリットが期待

されています。しかし，この実現のた

めには，技術的課題も多くあります。

ここでは，これらをクリアするため

に，当社が開発した主な技術を紹介し

ます。

■ディジタル放送スタジオ設備
ディジタル放送では，ハイビジョン

放送や多チャンネル放送，文字・静止

画・音声などのデータ放送も可能で

す。この多チャンネル化により，放送

用の入力ソースが従来に比べ急激に

増加します（図1）。スタジオでは，こ

れらのソースから放送する番組を選

択していますが，多チャンネル化によ

る種々の信号形式に対応した新しい

スイッチャが求められていました。当

社は，これらを実現する手段としてレ

ートフリーマトリックスTMを開発しま

した。
● レートフリーマトリックスTM

従来の信号の切換えは，ハイビジョ

ンや標準放送などの信号形式に対応

した専用のスイッチャを別々に必要

としました。信号の形式によらない，

どのような信号でも切り換えられる

スイッチャがあれば，非常に便利です。

当社は，多様な信号形式に対応して切

換え可能なレートフリーマトリックスTM

を開発しました。これは，文字･デー

タなどの低ビットレートからハイビジ

ョンクラスの1.5Gbpsまでの任意の

信号を切り換えるスイッチャです。こ

れにより，入力信号の形式が変わって

もスイッチャ部はそのままで対応す

ることができます。レートフリーマト

リックスTMの特長を図2に示します。

■地上ディジタル放送送信装置
地上ディジタル放送開始後において

も，しばらくは現行のアナログ放送も

継続されます。しかし，限りある周波

数資源を有効に利用するため，現行の

アナログ放送と同じUHF帯で放送さ

れます。したがって，ディジタル放送の

チャンネルは，アナログ放送チャンネ

ルのすき間に割り当てられます。また，

親局と中継局を同じ周波数で送信

することが計画されています（図3）。

これを実現するために，当社では，ディ

ジタル非線形補償器と同一チャンネ

ルループキャンセラを開発しました。
● ディジタル非線形補償器

ディジタル放送の変調方式は，チャ

ンネル内に多数の搬送波を含み，これ

を同時に増幅するため，搬送波間の干

渉によって不要な成分（混変調ひずみ）

が発生します。この混変調成分が大き

いと，隣のチャンネルの妨害となった

り，自分のチャンネルの雑音となり，

良好な受信ができなくなります。

ディジタル非線型補償器は，電力増

幅器の混変調ひずみの発生を最小限

に抑えるために開発しました。補償の

効果の実例を図4に示します。補償が

ない場合には，自分のチャンネルと，

その上下に不要成分が発生していま

すが，補償により不要成分をほとんど

なくすことができました。
● 同一チャンネルループキャンセラ

地上ディジタル放送では，親局と中

継局を同一周波数にすることが可能

となります。しかし，中継局で送信し

た電波は，同時に中継局の受信アンテ

ナにも回り込み，周波数が同じである

ため，中継局の増幅器は，“発振”現象

を起こしてしまうことがあります。

今回開発したループキャンセラは，

送信アンテナから受信アンテナに回

り込んでくる電波を常時監視し，回り

込み波のレベルを自動的に電力増幅

器が発振しないレベルまで抑圧しま

す。ディジタル処理をするので非常に

高速で，安定に動作します（図5）。

これらの技術開発により，アナロ

グ放送を継続しながらディジタル放

送の開始とサービスエリアの拡大が

可能になります。

当社は，ディジタル放送の開始に向

けて多くのユーザーの期待を実現す

るため，課題の克服と商品開発を進

めてまいります。
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図3 送信ネットワーク

図5  同一チャンネルループキャンセラ動作原理
電波が送信アンテナから受信アンテナへ到達するまでの回り込
み時間遅れを検出し，これにより電力増幅器を制御して安定に
動作させます。
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図1 ディジタル放送の系統
種々の信号形式の入力ソースをレートフリーマトリックスTMによって選択切換えを
行い，多重化装置によって一つの伝送信号にまとめて送信します。 送出センター装置
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図2 レートフリーマトリックスTM
数Mbpsから1.5 Gbps（ハイビジョン）まで，伝送信号レートの増減に依存しない，伝送・送出マトリックス処理装置です。
従来は，HD，SD，MPEGそれぞれに専用のスイッチャが必要でした。
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アナログ放送では，
中継局で周波数を変
換し（f1，f2，f3・・・），
エリアの重なる部分
での干渉を防止して
います。

図4  ディジタル非線形補償器（上）と
特性改善効果の例
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ディジタル放送では，
同一周波数による放
送が可能です。限り
ある周波数資源を有
効に利用できます。


